
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

632 管理経費 ○

分野別目標 5 ○ 法定受託事務

政 策 1

施 策 3

基本方針 1

継続 主な事務事業

永年

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel） 北畑　佐敏（402-7830） 「３つの約束・４４の約束」との関連性

関連課 まちを元気に 人を元気に 非該当

○

４４の約束 ○

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 決算 計画 決算

6,057 5,474 3,807 3,813 4,192 4,192

- - -37.1% 10.1% 0.0%

5,020 5,430 5,430 5,443 5,443 5,443

0 0 0 0 0 0

5,020 5,430 5,430 5,806 5,806 5,806

6,057 5,474 3,807 3,813 4,192 4,192
0.68 0.73 0.73 0.73 0.73 0.73

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0

３　目標及び実績
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度目標値

実績値 3

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 0 0 0 0

実績値 1

全体目標値 0 全体目標達成度 100.0% 年度別達成度

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

単位

実
施
内
容

教育相談活動、不登校児童・
生徒の学校復帰支援事業、帰
国子女等受入れ対策事業が円
滑におこなえるようセンター
を運営する。
センターの維持管理をする。

教育相談活動、不登校児童・
生徒の学校復帰支援事業、帰
国子女等受入れ対策事業が円
滑におこなえるようセンター
を運営する。
センターの維持管理をする。

教育相談活動、不登校児童・
生徒の学校復帰支援事業、帰
国子女等受入れ対策事業が円
滑におこなえるようセンター
を運営する。
センターの維持管理をする。

教育相談活動、不登校児童・生
徒の学校復帰支援事業、帰国子
女等受入れ対策事業が円滑にお
こなえるようセンターを運営す
る。
センターの維持管理をする。

教育相談活動、不登校児童・
生徒の学校復帰支援事業、帰
国子女等受入れ対策事業が円
滑におこなえるようセンター
を運営する。
センターの維持管理をする。

平成29年度

計画

0.0%

5,443

事業費 4,192

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伸び率（％）

活
動
指
標

そ の 他

施設内修繕件数

0

指標名及び達成状況

国庫支出金

県支出金

5,806

人件費

常勤職員

非常勤職員

　光熱水費１，８２３千円　管理委託料７４３千円　通信運搬費７２９千円等

0.73

小計

事
業
費
等
 
千
円

平成26年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

成
果
指
標

単位 件

4,192一般財源（税等）

市　　債

0

3

主な予算内訳

0

苦情件数(施設に対する）

単位 件

単位

0

事業進捗管理シート

子ども支援センター管理事業
事業区分(1)

事業経費

その他

小・中学校教育の充実

子どもが輝き、文化が薫る教育のまち

その他

款

事業種別

子どもたちの豊かな心の育成

事業区分(2)
自治事務

学校教育の充実

教育総務費

目 子ども支援センター費

一般会計

教育費

会計・
予算区分

事業期間 ～ 大事業

項

子ども支援センター事業

平成２７年度 平成２８年度平成２５年度 平成２６年度

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
○センターの管理に係る委託料及び光熱水費等、管理運営等を行う。
○教育相談事業が円滑に実施できるよう施設設備の充実を図る。
○適応指導教室の効果的な運営を図る。
○来所や電話等における相談に応じるため、職員の資質向上を図る。
○日本語指導ボランティアの研修を実施し、必要に応じて派遣する。

教育相談活動事業、不登校児童・生徒の学校復帰支援事業、帰
国子女等受入れ対策事業を円滑に実施できるようセンターを運
営する。

子ども支援センター

産業を元気に

会計

平成２９年度

子ども支援センター管理事業事項

３つの約束


